
２０１７年１０月１５日 主日礼拝    
 

司  会        ①秋葉兄    ②島田兄    ③小嶋兄 

奏  楽 

祈  祷                                             ①三浦兄                                              ②多田兄 

 

                                      賛  美  讃美歌２６７番「神はわがやぐら」 

              （ホサナ王の王イエス）（み前にゆき） 

   ヤベツの祈り    

聖  書    ①  創世記１２章１～５節  （Ｐ１３） 

                      ②③ヨハネによる福音書１０章７～１１節  （Ｐ１５６） 
                                                                                                                                             

音  楽  ①  坪井永城師  

       ②③バルナバ会 

証  詞                        ①           右澤富美子姉（ドルカス会） 

        ②③熊谷祥子姉（ドルカス会） 

      

メッセージ   ①              「知っているものと知らないものを交換」  

佐々木智行伝道師 

                                              ②③「  完結編」                                                                              倉知契副牧師 

 

賛  美                    「明日はどんな日か」  （献金） 

頌  栄  「ハレルヤ」 
                                                                    祝   祷                         

 

【大和ニュース】  

・ 本日、入門講座Ⅲ（坪井師）、手話、ヨシュア・ルツ会、送迎駐車、Ｓ教師、J.Plus。 

☆大川牧師夫妻は、関西カルバリー（小崎師）にて、朝と午後とご聖務です。２個所。 

 

・ 今週も祈祷会を大切に！①水曜夜は大野Ｍ伝道師 ②木曜朝は佐々木伝道師           

③金曜夜は梅津伝道師 

* 下関から東京までの「赦しの旅」。自転車で２９人。日韓合同企画。大和（水曜夜に

宿泊）の次は、聖書キリスト教会（尾山先生）。１２６８ｋｍの旅。 

・ 音楽奉仕者会は２１日（土）２～４時、泉チャペル。「新しい歌を主に！」 

☆来週は「秋のフリーマーケット」。皆で楽しみましょう。ご協力ください。 

「私
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護
郎
訳
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石の枕  
  

 「天国は、畑に隠してある宝のようなものである。人がそれを見つけると隠 

しておき、喜びのあまり、行って持ち物をみな売りはらい、そしてその畑を買 

うのである。」（マタイ１３の４４） 

 イエス様は、マタイ福音書１３章で２回、「持ち物をみな売りはらい、その宝を買

うのである」と自らの興奮度の高さを語られた。 

 主ご自身が「I am the Truth」（ヨハネ１４の６）と語っておられるが、長い間、旧約 

聖書に隠されてきた真理を発見された時は、格別であられたと思う。 

 牧師が、身を削って真理を語っても会衆に伝わらない時は、ドン底を味わい、 

クヤシイというか、なさけないと言うか、次に語る力を失うほどである。 

 今年に入って、５０年余も隠されてきた真理が、次々に顕かにされて、その 

恵みを味わい、お語りできるのは特権である。毎週の礼拝をお受けできる 

ように祈り備えてご出席ください。若手の伝道者たちの説教も、大変優れた内 

容です。説教者の苦労を知って祈って下さる聖徒を有した教会は、必ず栄えま 

す。＜裏をみせ、表をみせて、散るもみじ＞ 

 

 作家の田辺聖子さんは、１９２８年生まれ。『上機嫌な言葉３６６日』より。 

 私は、男と女が、仲よくくらす最大の秘訣は、「ほめあうこと」「ご機嫌を 

とること」だけだと思う。せっかく、多くの男と女の中からえらばれた二人だ 

から、せいぜい、おたがいに大事にしあい、相手がそれに慣れてワガママをい 

い出すくらい、ご機嫌をとってやればよろしいのだ。 

 結婚の意義、夫婦の自覚、そんなものは、なければ評論家がメシのタネに困

るから、大切そうに掲げられてあるだけで、要は、おたがい仲よく長生きする、 

これだけである。それにはご機嫌をとりあい、甘やかし合う。それだけなのだ。 

 ＊牧師がひとつの教会で長生き、長続きするための方式も同じかも！？ 

 

 年をとった者は断じてゴミではない。ためしにわたしをゴミとして出してみ 

ればよい。もっていってくれないはずだ。（だが、実際にためすのはやめてほ 

しい。万一ということがある。）・・・・・・土屋賢二著『汝自らを笑え』より 

 

 

宿題（祝大） 今週もむさぼるように聖書を読みましょう！ 

A コース：Ⅰテサロニケ３章～Ⅰテモテ１章  Ｂコース：イザヤ５６章～エレミヤ６章 


